
１．はじめに

生態系の基盤である植生を調査することで，地域

の生態系の保全や自然環境の復元を考えるための基

礎資料を得ることができる。本研究では美馬市木屋

平の自然資源を地域で観察される植物社会（植生）

の観点から調査し，その特徴を報告する。

２．調査地の概要

１）位置

美馬市木屋平地区は徳島県の南西部に位置し，美

馬市として2005年３月１日に合併された地区で，周

囲を穴吹地区（旧穴吹町），および吉野川市美郷地

区（旧美郷村），つるぎ町一宇地区（旧一宇村），三

好市東祖谷地区（旧東祖谷山村），那賀町木沢地区

（旧木沢村），神山町に囲まれた地域である。地区の

西部には西日本第二の高峰剣山（1,955m）が位置し

ている。

２）気象条件

旧村役場前の年平均気温は13.9℃であり（徳島県

立農林水産総合技術センター農業研究所　2007），

最寒月の最低気温の平年値は－2.6℃となっている。

また剣山の観測所では，その値はそれぞれ4.4℃

と－11.9℃であり（徳島地方気象台　1991），徳島
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要旨：美馬市木屋平における植生の現状を把握する目的で，現地踏査による植生調査と植生図の作成を行った。シコ

クシラベ群落，コメツガ群落，ミヤマクマザサ群落，テンニンソウ群落，コミネカエデ群落，ダケカンバ群落，ミズ

ナラ－ヨグソミネバリ群落，カシ群落，アカマツ群落，ススキ群落，ブナ群落，サワグルミ群落，キシツツジ群落，

ケヤキ群落，スギ・ヒノキ植林，モウソウチク群落の16の植生要素が区分された。地域の特徴は，林業が盛んなため

植林地が最も多くの面積を占めるが，剣山を中心に標高1,000m以上の山間部には自然林が残存しており，亜高山植生

から，常緑広葉樹の低地の植生まで幅広い植生要素が含まれていることであった。

キーワード：亜高山帯，自然林，植生調査，植生図，剣山
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図１　気温と降水量



市中心部（年平均気温16.0℃）と比較して，冷涼な

地区である。年間降水量は徳島市より多くなってい

る（図１）。

植物の生育・分布には積算温度が影響しており，

植物の活動温度である５℃を基準とし，月平均気温

が５℃以上の場合，月単位で５℃との差を積算した

値が「暖かさの指数」であり，この値が植物の分布

を説明するのに非常に有効である（吉良　1948）。

これを求めると木屋平地区の中心部で109.7，また

剣山では38.5となっている。これらはそれぞれ，暖

温帯（85＜，≦180），および亜寒帯（15＜，≦45）

の範囲に該当している（図２）。

３）地形

南西端の剣山（標高1,955m）をはじめとし，周囲

を天神丸，高城山，杖立山，赤帽子山など1,500mク

ラスの山に囲まれている。また中央を穴吹川が流れ

ており川沿いの旧村の境界付近で標高160mとなり，

地域の標高差は1,700mにおよぶ。全体として平野が

少なく山地は急峻で河川は渓谷の様相を呈している。

４）地質

木屋平地区の地質は三波川結晶片岩帯，御
み

荷
か

鉾
ぶ

緑

色岩帯，秩父北帯によって特徴づけられ，地帯境界

の断層運動によって岩盤が破砕され，緑色片岩およ

び泥質片岩のみられる地すべり地帯となっている。

また，石灰岩地も含まれ，露頭も見られる。
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図２　暖かさの指数と植生の関係（森本　1980）
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図３　調査位置図

調査位置と群落名

１-３　テンニンソウ群落
４-６　コミネカエデ群落
７-８　サワグルミ群落
９-10 シコクシラベ群落
11 コメツガ群落

12-14 ダケカンバ群落
15-17 ミヤマクマザサ群落
18-21 ブナ群落
22 コメツガ群落

23-25 ミヤマクマザサ群落
26-27 ダケカンバ群落

28 カシ群落
29 サワグルミ群落

30-32 ミズナラ－ヨグソミネバリ群落
33 サワグルミ群落

34-37 アカマツ群落
38 スギ・ヒノキ植林
39 モウソウチク群落
40 ケヤキ群落

41-43 ススキ群落
44-46 キシツツジ群落
47 ケヤキ群落
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５）土地利用

木屋平地区は県内有数の林業地帯であり植林が広

く行われている。総土地面積は101km2で，森林の占

める割合は95%と多く，逆に耕作地の割合は２%以

下と少ない。平地が少ないため耕作地のほとんどが

畑地樹園地である（農林水産省統計情報部　1990）。

３．調査方法

地域の植生の状況を調査するための植生調査を行

い，あわせて調査結果を利用して航空写真判読によ

る植生図の作成を行った。

植生調査は，あらかじめ航空写真（2005年撮影）

を判読し植物群落の境界を設定し，１/25,000地形

図に記載した。そして確認された植物群落について

現地踏査を行った。

植生調査はBraun－Blanquet（1964）の方法によ

る植物社会学的方法で実施した。このとき調査区は

草本群落では２m，低木群落では５m，高木群落で

は20mの方形区を基本とし，地形や群落の広がりを

考慮して形や面積は変化させた。得られた植生調査

資料から総合常在度表（表１），各群落組成表（表２

～17）を作成した。また群落名称は既往の研究（宮

脇ほか　1965，1982）に従ったが，体系に位置づけ

られないものは優占種を参考に群落名を記載した。

また，航空写真では判読の難しい群落については現

地で確認し現存植生図（付図）を作成した。現地調

査は図３に示した地点で，2007年７月28日～11月７

日に行った。

４．調査結果

現地調査により47区の植生調査資料を得た。この

結果，調査した植物群落は16種類に区分された。な

お，植生図の１/50,000縮尺上では200m（４mm）

程度以下はパッチとして記載が困難なため，群落調

査地点の記録にとどめた。

表１　総合常在度表

総合常在度表の群落番号は以下の群落名と対応する。
1．シコクシラベ群落，2．コメツガ群落，3．ミヤマクマザサ群落，4．ダケカンバ群落，5．テンニンソウ群落，6．コミネカエデ群落，7．ブナ群落，8．ミズナラ-ヨグソミネバリ群落，
9．カシ群落，10．アカマツ群落，11．ススキ群落，12．サワグルミ群落，13．ケヤキ群落，14．キシツツジ群落，15．スギ･ヒノキ植林，16．モウソウチク群落

群落番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

調査地番号 9，10 11，22 15-17，23-25 12-14，26-27 1-3 4-6 18-21 30-32 28 34-37 41-43 7，8，29，33 40，47 44-46 38 39

調査区数 2 2 6 5 3 3 4 3 1 4 3 4 2 3 1 1

平均出現種数 23.5 15.5 1.5 6.2 8.0 23.0 22.3 40.7 31 38.5 10.0 27.8 38.5 14.3 71 29

植生図凡例名 シコクシラベ コメツガ ミヤマクマザサ ダケカンバ テンニンソウ コミネカエデ ブナ ミズナラ・ヨグソ カシ アカマツ ススキ サワグルミ ケヤキ キシツツジ スギ･ヒノキ モウソウチク
ミネバリ 植林

種 名
シコクシラベ 2 3-4 2 3 ・ 1+ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

コメツガ 2 2 2 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ミヤマクマザサ 1+ 2 2-5 55 55 2 + 1 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ダケカンバ 1 2 1 2 ・ 52-3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・

テンニンソウ 2 3-4 ・ ・ ・ 3 5 2 +-2 ・ 1 + ・ ・ ・ 3 +-2 ・ ・ ・ ・

コミネカエデ 2 +-1 １2 ・ 1+ 1 + ３1-4 4 +-1 3 +-3 ・ 1 + ・ 1 1 ・ ・ ・ ・
ナナカマド 2 +-1 2 2-3 ・ 21-2 ・ ３2-4 1 1 1 1 ・ ・ ・ 1 1 ・ ・ ・ ・
ウラジロモミ ・ ・ ・ ・ ・ ３2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 3-5 2 +-1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
スズタケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 +-5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シロモジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 2-4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ 3 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヨグソミネバリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 1-2 3 3-4 ・ 1 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・

ツクバネガシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シラカシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ 1 +
ヤブツバキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

アカマツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 4-5 ・ ・ ・ ・ ・ ・

ススキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 + 3 3 ・ ・ ・ ・ ・
クズ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 4 ・ ・ ・ ・ ・

サワグルミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 4-5 ・ ・ ・ ・
チドリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 2-3 ・ ・ ・ ・
フサザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ ・ ・

ケヤキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 2 ・ ・ ・ 2 2 2 + ・ 1 +
イロハモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ ・

キシツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 2-3 ・ ・
イワカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 1-4 ・ ・

スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + 3 + 1 4 1 2

モウソウチク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4



１）シコクシラベ群落（平均出現種数：23.5種，

表２）

木屋平地区西部の剣山の行場から一ノ森の標高

1,750m付近に分布する常緑樹林である。群落識別種

としてシコクシラベが高木層に優占し，識別種以外

の構成種にはヒメシャラ，コメツガ，コヨウラクツ

ツジが含まれた。シコクシラベの樹高は20mを超え，

胸高直径も50cm以上の個体が多く森林はよく発達

していた。なおシコクシラベおよびコメツガは，徳

島県の絶滅危惧植物（絶滅危惧Ⅱ類）である（徳島

県版レッドデーターブック掲載種選定作業委員会

2001）。この群落は環境省の特定植物群落に選定さ

れている（環境省　2000）（図４）。

２）コメツガ群落（平均出現種数：15.5種，表３）

剣山の標高1,750m付近に分布するコメツガが優占

する群落で，このほかにシコクシラベ，ミヤマクマ

ザサが群落識別種として区分された。シコクシラベ

群落とは共通出現種が多いが，違いは高木層の優占

種がコメツガであり相観で区分される。また草本層

にはミヤマクマザサが優占している場合が多く，ミ

ヤマクマザサが高密度に草本層を占めると出現種数

は比較的に少なくなっていた。

行場から一ノ森そして剣山山頂にかけての標高

1,750mから1,800mでは，亜高山植生のシコクシラベ

群落とコメツガ群落が順に出現する。また富士ノ池

から剣山の東斜面におけるブナ群落の上部にもコメ

ツガ群落が分布していた。この群落もまた環境省の特

定植物群落に選定されている（環境省　2000）（図５）。

３）ミヤマクマザサ群落（平均出現種数：1.5種，

表４）

剣山地区の山頂尾根筋付近には，ミヤマクマザサ

の優占するササ草原が成立している。群落高は

30cm程度から150cm程度までで，標高や地形によ

り変化がある。群落の特徴はササの密度が高いため

群落下層では日射が遮られて暗く，リターの蓄積も

多いために幼植物が生長し難い事である。また，群

落が分布している立地である稜線付近は風衝の条件

や寒冷な気候条件下にあり，ササの被圧が高いため

にミヤマクマザサ以外の種の生育は制限され群落を

構成する種数が少ないものと推察された（図６）。

４）ダケカンバ群落（平均出現種数：6.2種，表５）

ミヤマクマザサ群落に接して，それより標高の低

い場所に帯状に分布していた。中低木のダケカンバ

が散生する灌木林である。構成種はダケカンバとミ

ヤマクマザサが優占しており，前述のミヤマクマザ

サ群落同様にササにより被圧されているために，下

層の植生は単純である。

ダケカンバの低木林は行場から一ノ森そして剣山

山頂にかけての標高1,750mから1,800mに，シコクシ
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図５　コメツガ群落（調査地点11）

図４　シコクシラベ群落（調査地点９）

図６　ミヤマクマザサ群落（調査地点15）



ラベ，コメツガといった常緑針葉樹林の上部でミヤ

マクマザサの下部にはさまれた位置に分布していた

（図７）。

５）テンニンソウ群落（出現種数：8.0種，表６）

テンニンソウが優占する高茎草本群落であり，剣

山の見ノ越から行場にかけての標高1,750mから

1,800mにパッチ状に分布していた。テンニンソウの

被度は高く，その他の種はヤマスズメノヒエ，イタ

ドリ，カテンソウなどがわずかに含まれる。ニホン

ジカの踏み跡とそれらによるものと考えられる草本

の食害が観察された（図８）。

６）コミネカエデ群落（平均出現種数：23.0種，

表７）

コミネカエデとナナカマドが優占する低木林をコ

ミネカエデ群落として区分した。識別種としてこの

２種に加えてウラジロモミが区分された。またしば

しばこの群落にはミヤマタニソバ，コミヤマカタバ

ミも含まれている。この群落は剣山の見ノ越から行

場にかけての標高1,750mから1,800mにかけてよく観

察された（図９）。

７）ブナ群落（平均出現種数：22.3種，表８）

ブナが高木層を優占した群落で，最大胸高直径は

１m程度であり，よく発達した森林である。下層に

はシロモジ，スズタケが群落識別種として区分され

た。また，オオカメノキ，コハウチワカエデ，コミ

ネカエデなどが高頻度に出現していた。

この群落の成立する標高1,000m以上地区は，冷温

帯に該当し，落葉広葉樹はブナ群落が極相林と考え

られた。木屋平地区の西部の富士ノ池から追分付近

には，1,450mから1,550mにブナ群落が分布しており，

植生調査資料はそこから得られた（図10）。

８）ミズナラ－ヨグソミネバリ群落（平均出現種

数：40.7種，表９）

川成峠周辺の1,000mを超える比較的に高度の高い

場所には，群落識別種にヨグソミネバリ（ミズメ）

の優占する落葉広葉樹林が広がっている。この群落

には，この他にベニドウダン，ナツツバキ，コハク

ウンボク，イヌシデ，リョウブ，ウリハダカエデ，
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図７　ダケカンバ群落（調査地点12）

図８　テンニンソウ群落（調査地点１）

図９　コミネカエデ群落（調査地点４）

図10 ブナ群落（追分　調査地点19）



そしてミズナラなどが含まれていた。当地区では，

これはブナ群落に代表される冷温帯の極相林への遷

移途中相であると考えられる。群落の成立している

場所は勾配が30度程度の急傾斜地が多く，土砂が崩

壊を繰り返す立地である。そのため表層の土砂が移

動しやすく，群落の発達には時間がかかると考えら

れた（図11）。

９）カシ群落（出現種数：31種，表10）

シラカシやツクバネガシなどのカシ類が高木層に

優占する常緑広葉樹林である。植生調査資料は二戸

谷の二戸八幡神社社叢に発達した林分から得られ

た。当地の標高は360mであり，暖かさの指数から

推定して暖温帯に属している。補足的に実施した調

査では，アラカシが高木層にみられる林分もみられ

た。木屋平地区にはまとまった常緑広葉樹林は少な

いが，人為が及ばなかった場合は標高700m以下の

地域では暖温帯の気候条件下となり，カシ林が発達

するものと考えられ，この群落から潜在的な自然植

生が推察できる（図12）。

10）アカマツ群落（平均出現種数：38.5種，表11）

中尾山高原の尾根筋には，帯状に分断されたアカ

マツ林が分布している。周辺は，植林あるいは農地

開発が進み，残存した林分と考えられる。この群落

はアカマツが識別種で，その他の種ではリョウブ，

ヤマウルシ，クリなどが含まれていた。調査場所は

標高900m程度の自治体の公有林と看板標記があり，

高木層のアカマツは胸高直径40cmを超える個体が

多く，発達していた。しかし林床の中低木層の被度

は高く，自然状態で放置されており，里山林として

の管理は停止していると考えられた（図13）。

11）ススキ群落（平均出現種数：10.0種，表12）

当地区の集落は山間の畑作中心の耕作を行ってい

る。集落周辺において耕作地や採草地が放置された

立地には，ススキ群落が成立していた。植生調査区
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図11 ミズナラ－ヨグソミネバリ群落（川成峠　調査地点30）

図13 アカマツ群落（中尾山　調査地点34）

図12 カシ群落（二戸谷二戸八幡神社　調査地点28） 図14 ススキ群落（南張　調査地点41）



においてはススキとクズが群落識別種に区分された。

このような耕作地あるいは耕作停止地以外の立地で

は森林伐採跡にも本群落が成立していた（図14）。

12）サワグルミ群落（平均出現種数：27.8種，表13）

サワグルミ群落は行場の1,700m付近の谷筋，およ

び川原谷から川成峠方面の1,000～1,250mの谷筋に帯

状に成立していた。群落が確認されるのは標高

1,000m以上で，傾斜は35～45度の岩礫地であった。

サワグルミの他にイワガラミ，イタヤカエデ，イワ

ボタンなどが群落に含まれていた（図15）。

13）ケヤキ群落（平均出現種数：38.5種，表14）

穴吹川水系はＶ字型渓谷を形成し斜面は急峻であ

る。このような急傾斜地にケヤキ群落が成立してい

た。識別種はケヤキ，イロハモミジが区分された

（図16）。

14）キシツツジ群落（平均出現種数：14.3種，表15）

穴吹川の河岸には低木のキシツツジが優占する群

落が分布していた。こうした立地は増水時には冠水

する岩場であり，群落識別種としてキシツツジ，イ

ワカンスゲが認められた。アワモリショウマ，ヤシ

ャゼンマイ，タニガワコンギクなどの渓流植物が含

まれることが特徴であった。植生調査資料は川瀬橋

付近の標高200mの場所から得られた（図17）。

15）スギ・ヒノキ植林（出現種数：71種，表16）

スギ，ヒノキによる人工林で，林業の盛んな木屋

平地区では，広く植林が行われているために普通に

みられる。植生調査区では，下層に土地本来の自然

植生の要素がみられ，出現種数が71種と多かったが，

林齢や施業管理の程度に応じて変化すると考えられ

た（図18）。

16）モウソウチク群落（出現種数：29種，表17）

かつては食用や農業用資材調達などの目的で植栽

されたが，現在は利用されなくなったモウソウチク

が優占した群落である。人家周辺の比較的に標高の
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図15 サワグルミ群落（行場　調査地点７）

図17 キシツツジ群落（穴吹川川瀬橋付近　調査地点45）

図18 スギ・ヒノキ植林（今丸　調査地点38）

図16 ケヤキ群落（葛籠谷西斜面）



低い場所に分布していることが特徴である。最近で

は調査区の場合のように，スギ植林地へ侵入し植林

に被害を与えるケースも多発しているようである

（図19）。

５．おわりに

木屋平地区については森本によって徳島県の植生

（1985）が報告されている。また森本ら（1971）の

調査および第３回自然環境基礎調査（環境庁　1987）

において、植生図が作成されているが作成から時間

が経っており，本調査で得られたものが最新の植生

図となる。さらに我々の一連の調査（飯山ほか

2005，小串ほか　2007）により剣山周辺の最新の植

生が明らかとなった。

当地区には県内では剣山地域でしか見られない植

生要素が含まれていることが特徴の一つである。例

えば，シコクシラベ群落やコメツガ群落は環境省の

特定植物群落に指定されている貴重な群落であり，

剣山に特徴的である。これらの亜高山植生の常緑針

葉樹林については阿部（1990）の報告があり，今回

の調査により北東斜面でも植生調査資料が得られ，

これらの群落が主要であることが確認できた。

また，剣山地域ではニホンジカによる植物への食

害の影響が報告されている（小串ほか　2007）。現

地調査では，かつてテンニンソウに混じってナンゴ

ククガイソウ，シコクフウロなどが多く生育してい

た場所（森本未発表）で，これらの植物がなくなり，

テンニンソウだけが残された状態であった。この他

にもキレンゲショウマやイシヅチミズキの被害が甚

大である。

当地の自然植生は剣山周辺にまとまって残存して

おり，貴重な群落が多い。今回の調査資料を自然再

生事業や土木事業，観光資源管理などの地域発展の

ために活用して頂ければ幸甚である。

調査に際し，多大なご協力をいただ当該地区の

方々に感謝いたします。
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図19 モウソウチク群落（三ッ木　調査地点39）
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1 2
通 し 番 号 1 2
調　査　年 07 07

月 7 7
日 28 28

調査地番号 9 10
海　　　抜（ｍ） 1755 1745
方　　　位（度） N30E N40E
傾 斜 角 度（度） 35 25
地　　　形 斜中 斜中
調 査 面 積（㎡） 400 400
高　木　層（ｍ） 23 23
植 被 率（％） 50 70
胸高直径（cm） 83 55
亜 高 木 層（ｍ） 10 12
植 被 率（％） 30 40
低　木　層（ｍ） 3 4
植 被 率（％） 30 25
草　本　層（cm） 80 80
植 被 率（％） 70 80
出 現 種 数 24 23

識　別　種
シコクシラベ 3･3 4･4
ヒメシャラ 2･2 2･2
コメツガ 2･2 2･2
コヨウラクツツジ 2･2 +
その他の種
テンニンソウ 4･4 3･3
オオカメノキ 2･2 1･1
カニコウモリ + 3･3
イトスゲ 1･1 2･2
コミヤマカタバミ + 1･2
シラネワラビ + 1･2
コミネカエデ 1･1 +
ナナカマド 1･1 +
ツルアジサイ + +
ツタウルシ + +
アオダモ + +
イタドリ + +
ツクバネソウ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．フジシダ1･1，アサノハカエデ，
クロヅル，ミヤマタニソバ，ワ
チガイソウ，ミヤマタニタデ，
ヤマスズメノヒエ

２．ダケカンバ2･1，トウゲシバ，ミ
ヤマクマザサ，イワガラミ，ミ
ヤマモミジイチゴ，オシダ

表２ シコクシラベ群落組成表
1 2

通 し 番 号 3 4
調　査　年 07 07

月 7 7
日 28 29

調査地番号 11 22
海　　　抜（ｍ） 1770 1680
方　　　位（度） N55E N10W
傾 斜 角 度（度） 35 25
地　　　形 尾根 斜中
調 査 面 積（㎡） 400 400
高　木　層（ｍ） 25 20
植 被 率（％） 70 75
胸高直径（cm） 53 75
亜 高 木 層（ｍ） 13 12
植 被 率（％） 30 45
低　木　層（ｍ） 6 4
植 被 率（％） 40 5
草　本　層（cm） 100 80
植 被 率（％） 90 20
出 現 種 数 17 14

識　別　種
コメツガ 4･4 4･3
シコクシラベ 3･3 3･3
ミヤマクマザサ 5･4 2･2
その他の種
ナナカマド 3･2 2･2
オオカメノキ + 1･1
コミヤマカタバミ + 1･1
コヨウラクツツジ + +
シラネワラビ + +
イワガラミ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ダケカンバ2･1，ツタウルシ，ク
ロヅル，アオダモ，ミヤマタニ
タデ，ミヤマモミジイチゴ，オ
シダ，ハリギリ

２．コミネカエデ2･2，マルバアオダ
モ1･1，ハリガネワラビ，ツルア
ジサイ，カニコウモリ

表３ コメツガ群落組成表
1 2 3 4 5 6

通 し 番 号 5 6 7 8 9 10
調　査　年 07 07 07 07 07 07

月 7 7 7 7 7 7
日 28 28 28 29 29 29

調査地番号 15 16 17 23 24 25
海　　　抜（ｍ） 1880 1885 1880 1870 1870 1870
方　　　位（度） N20E N20E N40E - - -
傾 斜 角 度（度） 15 15 20 - - -
地　　　形 斜上 斜上 斜上 山頂 山頂 山頂
調 査 面 積（㎡） 9 9 9 9 9 9
高　木　層（ｍ） - - - - - -
植 被 率（％） - - - - - -
胸高直径（cm） - - - - - -
亜 高 木 層（ｍ） - - - - - -
植 被 率（％） - - - - - -
低　木　層（ｍ） - - - - - -
植 被 率（％） - - - - - -
草　本　層（cm） 80 100 80 100 100 90
植 被 率（％） 100 100 100 100 100 100
出 現 種 数 2 1 3 1 1 1

識　別　種
ミヤマクマザサ 5･5 5･5 5･5 5･5 5･5 5･5

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ショウジョウスゲ
３．イタドリ，ヒメノガリヤス
８．クロヅル

表４ ミヤマクマザサ群落組成表
1 2 3

通 し 番 号 19 20 21
調　査　年 07 07 07

月 7 7 7
日 28 28 28

調査地番号 4 5 6
海　　　抜（ｍ） 1800 1790 1780
方　　　位（度） N20E N20E N20E
傾 斜 角 度（度） 30 30 30
地　　　形 斜上 斜上 斜中
調 査 面 積（㎡） 100 100 100
高　木　層（ｍ） - 12 13
植 被 率（％） - 80 80
胸高直径（cm） - 46 24.3
亜 高 木 層（ｍ） 8 8 -
植 被 率（％） 90 30 -
低　木　層（ｍ） 4 3 4
植 被 率（％） 30 30 30
草　本　層（cm） 100 50 50
植 被 率（％） 60 40 60
出 現 種 数 23 24 22

識　別　種
コミネカエデ 4･4 2･2 1･1
ナナカマド 2･2 4･2 4･4
ウラジロモミ 2･2 2･2 2･2
その他の種
ミヤマタニソバ 2･2 1･1 3･3
コミヤマカタバミ + + 1･2
ツルアジサイ + + +
テバコワラビ + + +
ミヤマムグラ + + +
アサノハカエデ 1･1 2･2
クロヅル + +
ズダヤクシュ + +
イタドリ + +
ヒナノウスツボ + +
テンニンソウ 2･2 +
イトスゲ + 2･2
カニコウモリ + +
ショウジョウスゲ + +
ヤマハコベ + +
トゲアザミ + +
キツリフネ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ミヤマクマザサ3･3，イワガラミ，ミヤマ
モミジイチゴ，ツタウルシ，リョウブ，
ヤマボウシ，ミズナラ，ニワトコ，ヒメ
バライチゴ，イトスゲsp

２．オオカメノキ11，イタヤカエデ11，イワ
セントウソウ，ヤマイヌワラビ，イワボ
タン，ミツバテンナンショウ，タカネオ
トギリ

３．ミヤマタニタデ，オオイタヤメイゲツ，
カヤ，ツガ

表７ コミネカエデ群落組成表

1 2 3 4
通 し 番 号 22 23 24 25
調　査　年 07 07 07 07

月 7 7 7 7
日 29 29 29 29

調査地番号 18 19 20 21
海　　　抜（ｍ） 1440 1520 1500 1520
方　　　位（度） - N30E N45E W
傾 斜 角 度（度） 0 25 20 40
地　　　形 斜中 斜上 斜上 斜上
調 査 面 積（㎡） 400 400 900 400
高　木　層（ｍ） 30 25 30 30
植 被 率（％） 60 70 70 80
胸高直径（cm） 97 77 93 103
亜 高 木 層（ｍ） 12 15 10 15
植 被 率（％） 20 30 30 30
低　木　層（ｍ） 5 5 5 5
植 被 率（％） 40 70 50 50
草　本　層（cm） 120 170 150 170
植 被 率（％） 30 50 70 90
出 現 種 数 21 27 27 14

識　別　種
ブナ 4･4 3･3 3･3 5･4
スズタケ 2･2 + 4･4 5･4
シロモジ 2･2 4･4 3･3 3･3
その他の種
オオカメノキ 1･1 1･1 1･1 1･1
コミネカエデ + 1･1 + 1･1
コハウチワカエデ + 2･1 1･1 1･1
ミツバテンナンショウ 1･2 + +
タンナサワフタギ 1･1 + +
ツルアジサイ + + +
ツタウルシ + + +
ウリハダカエデ + + +
ヨグソミネバリ 2･1 2･1 1･1
リョウブ + 1･1 2･1
ヒメカンスゲ + + +
オオバアサガラ 1･1 1･1
ヤマイヌワラビ + +
モミ + 2･2
ミズキ + +
マルバアオダモ + 2･1
ミヤマタニソバ + +
ヤマブドウ + +
エゴノキ + 1･1
シナノキ + 1･1

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ヒメシャラ2･2，ニワトコ，イタヤカエデ，タニ
ジャコウソウ，タカノツメ

２．マムシグサ3･3，キハダ2･1，コシアブラ2･1，ヒ
コサンヒメシャラ，マユミ，テバコワラビ，イワ
セントウソウ

３．ツガ2･1，ナナカマド1･1，コミヤマカタバミ，ミ
ヤマタニタデ，オシダ，タラノキ，コハクウンボ
ク，ヤマムグラ，アサガラ，ウメモドキ，アオダ
モ

４．アサガラ1･1，ウメモドキ1･1，アオダモ1･1

表８ ブナ群落組成表

1 2 3 4 5
通 し 番 号 11 12 13 14 15
調　査　年 07 07 07 07 07

月 7 7 7 7 7
日 29 29 28 28 28

調査地番号 26 27 12 13 14
海　　　抜（ｍ） 1760 1760 1795 1800 1800
方　　　位（度） N50E N50E N30E N30E N30E
傾 斜 角 度（度） 5 5 35 30 35
地　　　形 斜上 斜上 斜上 斜上 斜上
調 査 面 積（㎡） 100 100 100 100 100
高　木　層（ｍ） - - - - -
植 被 率（％） - - - - -
胸高直径（cm） - - - - -
亜 高 木 層（ｍ） - - 8 6 7
植 被 率（％） - - 30 25 30
低　木　層（ｍ） 4 4 4 4 4
植 被 率（％） 50 40 15 10 10
草　本　層（cm） 150 150 150 150 150
植 被 率（％） 100 100 100 100 100
出 現 種 数 3 4 12 6 6

識　別　種
ダケカンバ 3･3 3･3 3･3 2･2 3･3
ミヤマクマザサ 5･5 5･5 5･5 5･5 5･5
その他の種
クロヅル 1･1 1･1 1･1
アオダモ 1･1 1･1 1･1
ツタウルシ + + +
ナナカマド 2･2 1･1

出現１回の種（特記のないものは+）
１．クロヅル
３．シコクシラベ，ツルアジサイ，コミネカエデ，イワガラ
ミ，ノリウツギ

表５ ダケカンバ群落組成表

1 2 3
通 し 番 号 16 17 18
調　査　年 07 07 07

月 7 7 7
日 28 28 28

調査地番号 1 2 3
海　　　抜（ｍ） 1775 1760 1770
方　　　位（度） N60E N60E N60W
傾 斜 角 度（度） 32 28 35
地　　　形 斜上 斜上 斜上
調 査 面 積（㎡） 9 9 9
高　木　層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
胸高直径（cm） - - -
亜 高 木 層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
低　木　層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
草　本　層（cm） 80 80 80
植 被 率（％） 100 100 100
出 現 種 数 7 7 10

識　別　種
テンニンソウ 5･5 5･5 5･5
その他の種
ヤマスズメノヒエ + + +
イタドリ + + +
カテンソウ + + +
ミヤマタニソバ + +
ミヤマクマザサ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ハスノハイチゴ
２．アキノキリンソウ
３．ヤマハコベ1･1，コミネカエデ，ショウジ
ョウスゲ，トゲアザミ，シコクフウロ，
カラマツソウsp

表６ テンニンソウ群落組成表
1

通 し 番 号 29
調　査　年 07

月 7
日 30

調査地番号 28
海　　　抜（ｍ） 360
方　　　位（度） N20W
傾 斜 角 度（度） 8
地　　　形 尾根
調 査 面 積（㎡） 400
高　木　層（ｍ） 18
植 被 率（％） 90
胸高直径（cm） 70
亜 高 木 層（ｍ） 10
植 被 率（％） 40
低　木　層（ｍ） 6
植 被 率（％） 60
草　本　層（cm） 80
植 被 率（％） 5
出 現 種 数 31

出現１回の種（特記のないものは+）
１．シラカシ4･3，ツクバネガシ3･3，
ヤブツバキ3･3，サカキ2･2，ア
オキ2･2，ミヤマシキミ2･2，ケ
ヤキ2･1，ヤブニッケイ1･2，マ
ツラニッケイ1･1，ツタウルシ，
トウゲシバ，イワガラミ，ハリ
ガネワラビ，カヤ，アオハダ，
サネカズラ，コバノガマズミ，
アブラチャン，フカギレオオモ
ミジ，マメヅタ，ナワシログミ，
ヤブムラサキ，ケクロモジ，テ
イカカズラ，センリョウ，ヤマ
ウルシ，ベニシダ，ヒサカキ，
ナツフジ，キジノオシダ，フユ
イチゴ

表10 カシ群落組成表
1 2 3

通 し 番 号 34 35 36
調　査　年 07 07 07

月 7 7 7
日 29 29 29

調査地番号 41 42 43
海　　　抜（ｍ） 500 500 500
方　　　位（度） - - -
傾 斜 角 度（度） - - -
地　　　形 斜下 斜下 斜下
調 査 面 積（㎡） 9 9 9
高　木　層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
胸高直径（cm） - - -
亜 高 木 層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
低　木　層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
草　本　層（cm） 200 200 200
植 被 率（％） 95 90 100
出 現 種 数 10 11 9

識　別　種
ススキ 3･2 3･2 3･2
クズ 4･3 4･4 4･3
その他の種
イタドリ 1･1 + +
イノコズチ + + +
カラムシ 3･3 +
ボタンヅル 1･1 +
オニドコロ + +
アケビ + +
クサイチゴ + 2･2

出現１回の種（特記のないものは+）
１．アカネ，ノコンギク
２．スギナ，ウシハコベ，ヤマノイモ
３．セイタカアワダチソウ，ゲンノショウ
コ，スイカズラ

表12 ススキ群落組成表
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1 2 3
通 し 番 号 26 27 28
調　査　年 07 07 07

月 7 7 7
日 31 31 31

調査地番号 30 31 32
海　　　抜（ｍ） 1260 1270 1270
方　　　位（度） N20E N20E N50E
傾 斜 角 度（度） 40 45 45
地　　　形 斜中 斜中 斜中
調 査 面 積（㎡） 225 225 225
高　木　層（ｍ） 18 12 12
植 被 率（％） 60 40 80
胸高直径（cm） 22 14.1 13.2
亜 高 木 層（ｍ） 8 8 8
植 被 率（％） 70 60 60
低　木　層（ｍ） 4 5 5
植 被 率（％） 40 60 20
草　本　層（cm） 80 80 80
植 被 率（％） 10 5 5
出 現 種 数 38 46 38

識　別　種
ミズナラ 1･1 1･1 1･1
ヨグソミネバリ 3･2 3･3 4･4
その他の種
ベニドウダン + 1･1 1･1
ナツツバキ 1･1 1･1 +
コハクウンボク 2･2 3･2 2･2
イヌシデ 2･2 1･1 2･2
リョウブ 2･2 1･1 1･1
ウリハダカエデ 1･1 1･1 2･2
ツガ 1･1 2･1 2･1
カマツカ 1･1 1･1 1･1
アオハダ 1･1 1･1 +
コハウチワカエデ 1･1 1･1 +
タンナサワフタギ 1･1 + +
コミネカエデ + 2･1 3･3
コガクウツギ + 1･1 1･1
ヤマボウシ + + 1･1
シシガシラ + + +
アオダモ + + +
コウヤボウキ + + +
ウスゲクロモジ + + +
ホンシャクナゲ 2･2 2･2
ミズキ 1･1 2･1
ササsp 1･2 +
ブナ 1･1 +
ミヤマガマズミ + 1･1
サネカズラ + +
ヒメシャラ + +
イワガラミ + +
サルナシ + +
コバノミツバツツジ + 1･1
コシアブラ 1･1 1･1
クマシデ 1･1 1･1
シナノキ + 1･1
ムラサキシキブ + +
ミヤマクマワラビ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．ヤマザクラ2･1，イヌブナ1･1，ニガキ1･1，
タラノキ，エンコウカエデ，ヤハズアジ
サイ，ホウチャクソウ，サルトリイバラ

２．ナナカマド1･1，ミヤマザクラ，イチヤク
ソウ，ミヤマハコベ，ナガバイラクサ，
コバノガマズミ，アブラチャン，メギ，
マツブサ，ツクバネソウ，ハリギリ，ツ
タウルシ

３．クリ1･1，タムシバ1･1，フウリンウメモ
ドキ，ミヤマイボタ，キヌタソウ，ゼン
マイ，ヤマシャクヤク，イノデ，オオカ
メノキ，テンニンソウ，イトスゲ，ヤマ
ブドウ

表９ ミズナラ－ヨグソミネバリ群落組成表
1 2 3 4

通 し 番 号 30 31 32 33
調　査　年 07 07 07 07

月 8 8 8 8
日 1 1 1 1

調査地番号 34 35 36 37
海　　　抜（ｍ） 910 915 900 870
方　　　位（度） E E N80E -
傾 斜 角 度（度） 5 8 5 -
地　　　形 尾根 尾根 尾根 尾根
調 査 面 積（㎡） 300 300 300 300
高　木　層（ｍ） 18 18 18 18
植 被 率（％） 80 65 80 70
胸高直径（cm） 46.5 44 41.5 61.5
亜 高 木 層（ｍ） 8 8 8 10
植 被 率（％） 90 60 50 80
低　木　層（ｍ） 4 3 3 3
植 被 率（％） 45 20 30 30
草　本　層（cm） 80 80 80 50
植 被 率（％） 5 10 15 15
出 現 種 数 29 35 46 44

識　別　種
アカマツ 4･4 4･3 5･4 4･3
その他の種
リョウブ 5･4 3･3 2･2 3･2
ヤマウルシ 3･3 2･2 2･2 1･1
クリ 1･1 1･1 1･1 2･1
イヌツゲ 1･1 + 1･1 1･1
ノリウツギ + 3･2 1･1 2･1
コシアブラ + + 3･2 1･1
アワノミツバツツジ + + 1･1 +
カナクギノキ + + + +
ツルリンドウ + + + +
ヤマツツジ + + + +
イワガラミ + + + +
ハリギリ + + + +
サルトリイバラ + + + +
イヌシデ + + + +
コハウチワカエデ + + +
ウラジロノキ + + +
ネジキ 2･2 + 2･1
アセビ 2･2 + +
ワラビ + + +
コナラ + + 2･2
コバノガマズミ + + 1･1
アオハダ 1･1 1･1 1･1
ソヨゴ + + 1･1
マルバアオダモ + + 1･1
ウリハダカエデ + + 1･1
ケクロモジ + + +
ヤマジノホトトギス + + +
チヂミザサ + + +
シシガシラ + + +
ヤマザクラ + +
アブラチャン + +
シュンラン + +
ウワミズザクラ 1･1 +
ナガバモミジイチゴ + +
ミヤマザクラ 1･1 +
ススキ + +
マルバフユイチゴ 2･2 +
エゴノキ 1･1 +
ゼンマイ 1･1 +
エンコウカエデ + +
ガマズミ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．バリバリノキ，イタドリ
３．アオモジ1･1，ヨグソミネバリ1･1，ミズキ，ウツ
ギ，ホオノキ，イシカグマ，コミネカエデ，クロ
ヅル，ベニシダ，ハリガネワラビ

４．キヅタ1･1，ユキモチソウ，シハイスミレ，ヤブ
イバラ，スイカズラ，アオツヅラフジ，ダンコウ
バイ，ツタウルシ，イチヤクソウ，コウヤボウキ，
タラノキ，ノガリヤスsp，コツクバネウツギ

表11 アカマツ群落組成表
1 2 3 4

通 し 番 号 37 38 39 40
調　査　年 07 07 07 07

月 7 7 7 7
日 28 28 31 31

調査地番号 7 8 29 33
海　　　抜（ｍ） 1710 1730 1230 1000
方　　　位（度） N50E N70E N70E N
傾 斜 角 度（度） 38 15 45 35
地　　　形 斜中 斜中 斜中 谷
調 査 面 積（㎡） 400 400 400 400
高　木　層（ｍ） 25 26 18 15
植 被 率（％） 80 85 95 95
胸高直径（cm） 71 92 41 40
亜 高 木 層（ｍ） 10 13 10 12
植 被 率（％） 25 1 40 10
低　木　層（ｍ） 6 4 5 6
植 被 率（％） 20 1 15 10
草　本　層（cm） 100 100 80 80
植 被 率（％） 60 70 3 2
出 現 種 数 38 27 23 23

識　別　種
サワグルミ 4･3 5･4 4･3 4･4
その他の種
イワガラミ + + + +
テンニンソウ 2･2 2･2 +
ミヤマタニタデ 1･2 + +
ヤマハコベ 1･1 1･2 +
ツルアジサイ + + +
ヤマシャクヤク + + +
ミツバテンナンショウ + + +
イタヤカエデ 2･2 1･1 1･1
ヤハズアジサイ + 1･1 +
イワボタン + + +
シコクブシ 3･3 3･3
ミヤマタニソバ + 1･2
ミズタマソウ + +
サラシナショウマ + +
カニコウモリ + +
トゲアザミ + +
シコクフウロ + +
ニワトコ + +
ヤマムグラ + +
ナガバイラクサ + +
バイカウツギ 2･2 +
ウワバミソウ + +
タニギキョウ + +
ジュウモンジシダ + +
チドリノキ 3･2 2･2
フサザクラ 2･1 2･1
オオバアサガラ 2･2 2･2
ウリハダカエデ + 2･2
サルナシ + +
ウツギ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．カントウマユミ1･1，ツタウルシ1･1，ナナカマ
ド1･1，ハリギリ1･1，リョウブ，ベニバナニシキ
ウツギ，オオバメギ，イブキヌカボ，ミヤマクマ
ワラビ，ミヤマイボタ，キヌタソウ，イヌトウバ
ナ，フジシダ，セリsp，オオヤマサギソウ

２．カツラ1･1，オタカラコウ，ミツバ，テバコモミ
ジガサ，ダケカンバ，オシダ，カニコウモリ

３．コハウチワカエデ2･1，コミネカエデ1･1，ヤマ
ブドウ，テイカカズラ，フタリシズカ

４．トチノキ3･1，テツカエデ1･1，カマツカ1･1，ヤ
マイヌワラビ，ウスゲクロモジ，アブラチャン，
イノデ，オオマルバノテンニンソウ，ミヤマハ
コベ

表13 サワグルミ群落組成表
1 2

通 し 番 号 41 42
調　査　年 07 07

月 11 7
日 7 29

調査地番号 40 47
海　　　抜（ｍ） 570 420
方　　　位（度） S40E S10E
傾 斜 角 度（度） 35 44
地　　　形 斜上 斜中
調 査 面 積（㎡） 160 225
高　木　層（ｍ） 20 17
植 被 率（％） 85 70
胸高直径（cm） 45 41
亜 高 木 層（ｍ） 8 8
植 被 率（％） 35 30
低　木　層（ｍ） 5 3
植 被 率（％） 40 15
草　本　層（cm） 80 70
植 被 率（％） 30 2
出 現 種 数 40 37

識　別　種
ケヤキ 2･2 2･1
イロハモミジ 2･1 2･1
その他の種
アオキ 3･2 1･1
アラカシ 1･1 4･3
ヒサカキ 1･1 2･2
イタヤカエデ 2･1 1･1
カヤ + +
サルトリイバラ + +
マメヅタ + +
テイカカズラ + +
マルバウツギ + +
ジャノヒゲ + +
イヌガヤ + +
キヅタ + +
ミツバアケビ + +
ノキシノブ + +
クマワラビ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．シラカシ3･2，シキミ2･2，チャ
ノキ1･1，フユイチゴ，シュンラ
ン，チヂミザサ，アカネ，シロ
ダモ，ヤブコウジ，アオスゲ，
カンスゲ，イボタノキ，ヤマイ
タチシダ，ノブドウ，フジ，シ
マカンギク，ヒガンバナ，カキ
ドオシ，ノイバラ，ナンテン，
キチジョウソウ，ムラサキシキ
ブ，ゼンマイ

２．コナラ3･2，ヤブツバキ2･1，カ
ゴノキ1･1，イヌシデ1･1，ヤマ
ザクラ1･1，ヤマウルシ，イワガ
ネソウ，ガクウツギ，スギ，ツ
タ，ツルコウジ，ナガバジャノ
ヒゲ，ヤクシソウ，ヤブソテツ，
トウゲシバ，マルバアオダモ，
エゴノキ，コウヤボウキ，イチ
ヤクソウ，オウレンシダ

表14 ケヤキ群落組成表

1 2 3
通 し 番 号 43 44 45
調　査　年 07 07 07

月 10 10 10
日 28 28 28

調査地番号 44 45 46
海　　　抜（ｍ） 200 200 200
方　　　位（度） N60E N60E N60E
傾 斜 角 度（度） 40 40 40
地　　　形 谷 谷 谷
調 査 面 積（㎡） 9 9 9
高　木　層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
胸高直径（cm） - - -
亜 高 木 層（ｍ） - - -
植 被 率（％） - - -
低　木　層（ｍ） 1.3 1 1.1
植 被 率（％） 60 50 40
草　本　層（cm） 30 30 30
植 被 率（％） 10 30 80
出 現 種 数 15 15 13

識　別　種
キシツツジ 3･3 3･3 2･2
イワカンスゲ 1･1 2･2 4･3
その他の種
アワモリショウマ 1･1 + 2･1
ヤシャゼンマイ + 1･1 1･1
タニガワコンギク + + +
アオヤギバナ + + +
スギ + + +
ニガナ属sp + + +
タチツボスミレ + +
ケヤキ + +
アキノタムラソウ + +
カラムシ + +
ウツギ + +
ドクダミ + +

出現１回の種（特記のないものは+）
１．チチコグサ，ヤマフジ，ミゾシダ
２．ミゾシダ，イヌビワ，アカメガシワ
３．ショウジョウバカマ

表15 キシツツジ群落組成表

1
通 し 番 号 47
調　査　年 07

月 11
日 7

調査地番号 39
海　　　抜（ｍ） 320
方　　　位（度） S10W
傾 斜 角 度（度） 35
地　　　形 斜中
調 査 面 積（㎡） 225
高　木　層（ｍ） 13
植 被 率（％） 95
胸高直径（cm） 13
亜 高 木 層（ｍ） 8
植 被 率（％） 20
低　木　層（ｍ） 2
植 被 率（％） 15
草　本　層（cm） 80
植 被 率（％） 10
出 現 種 数 29

出現１回の種（特記のないものは+）
１．モウソウチク4･4，スギ2･2，ア
オキ1･1，テイカカズラ1･1，ヒ
サカキ1･1，シュロ，ケヤキ，シ
ラカシ，ヤブニッケイ，アラカ
シ，チャノキ，サンショウ，ア
オツヅラフジ，ミツバアケビ，
ヤブコウジ，ナンテン，ガクウ
ツギ，ベニシダ，フユイチゴ，
クマワラビ，フユノハナワラビ，
ハリガネワラビ，サネカズラ，
ゼンマイ，イノデ，ツタ，フモ
トシダ，ナキリスゲ，シケチシ
ダsp

表17 モウソウチク群落組成表

1
通 し 番 号 46
調　査　年 07

月 11
日 7

調査地番号 38
海　　　抜（ｍ） 370
方　　　位（度） N30W
傾 斜 角 度（度） 37
地　　　形 斜下
調 査 面 積（㎡） 225
高　木　層（ｍ） 18
植 被 率（％） 85
胸高直径（cm） 42
亜 高 木 層（ｍ） -
植 被 率（％） -
低　木　層（ｍ） 6
植 被 率（％） 10
草　本　層（cm） 80
植 被 率（％） 30
出 現 種 数 71

出現１回の種（特記のないものは+）
１．スギ4･4，エゴノキ1･1，アオキ
1･1，ガクウツギ1･1，イタドリ，
トウゲシバ，イワガラミ，マル
バアオダモ，ノリウツギ，ニワ
トコ，ヤマイヌワラビ，アサガ
ラ，サルナシ，コガクウツギ，
アブラチャン，クリ，ゼンマイ，
イノデ，ナワシログミ，テイカ
カズラ，ヒサカキ，キジノオシ
ダ，フユイチゴ，チヂミザサ，
キヅタ，アオツヅラフジ，カラ
ムシ，ボタンヅル，クサイチゴ，
ヤマノイモ，シロダモ，チャノ
キ，カンスゲ，フジ，ナンテン，
ヤマフジ，アキノタムラソウ，
ミゾシダ，ドクダミ，ヤマグワ，
オニグルミ，ミツマタ，ヒカゲ
イノコズチ，マツカゼソウ，イ
ワヒメワラビ，ヘクソカズラ，
イヌワラビ，イワガネゼンマイ，
キヨスミヒメワラビ，コアカソ，
フモトシダ，ゴキヅル，ホドイ
モ，コバンノキ，タニイヌワラ
ビ，メヤブマオ，ナキリスゲ，
ヤブウツギ，ゲジゲジシダ，オ
ニタビラコ，シコクアザミ，ヤ
ブハギ，ハカタシダ，アオミズ，
クサギ，アマチャヅル，ヤマミ
ズ，イノモトソウ，ハナイバナ，
ヤマアジサイ，ヤマキケマン

表16 スギ・ヒノキ植林組成表


